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【明王院と禅寂寺】
槙尾川に沿って池田谷を下って行く｡「槙尾街道」の街道筋には古くから住みつかれてい










池田御霊祠 池田郷下村にあり。祭神, 景行帝の皇子, 大碓命なり。土人, 天満天神と
称ず。池田郷中の生土神也。今, 明王院これを守る。[泉州志] に, 池田寺の鎮守を書
しは訛ならん｡「姓氏録」曰, 池田首は大碓命の後也。
池田寺 同所 (池田郷下村) にあり。花供山と号す。真言宗。開基は僧正行基なり。
金堂本尊, 薬師仏, 又十一面観音を安す。大同年中, 弘法大師ここに止錫し給ひ, 密宗
の道場とし, 薬師の七仏に准して, 僧坊七院を建て, 其外, 伽藍魏然たり。南朝元年四
月, 和田和泉守正利, 池田在城の時, 山名陸奥守氏清, 大軍を以て攻来り, 上之原にて
合戦す。其時の寇火に罹て, 仏堂, 什宝, 一時に灰燼となる。今, 明王院一坊のみ存在
す。池田氏の墳寺によつて, 明徳年中, 再興に逮ぶ。池田氏の末流は, 今の万町村伏屋
氏也とぞ。
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坂本村, 此処ニ善寂寺と云精舎有, 行基菩薩開基, 七堂伽藍ノ旧跡, 境内千八百坪余。
とあり,『和泉国地誌』には,





















和泉地方の寺々の興廃を考えるとき, 織田信長の天正五年 (1577) の雑賀攻めは重大な事
件であったに違いない。信長にとっては天敵といっていい本願寺勢力の後方支援をする紀州
の仏教勢力を攻めるのが目的であったが, 和泉地方で隆盛を誇っていた寺々は, 紀州の雑賀
に組して, 織田信長に反した場合には, 仮借なく攻め立てられ, 焼かれて灰燼に帰したこと
























「十六日, 和泉の内, 香庄御陣取り, 国中の一揆, 貝塚と云所, 海手を拘へ, 舟を引き付
け, 楯籠る。翌日, 先陣の衆, 貝塚取懸かり, 攻干せらるべき所, 夜に入, 舟に取り乗り罷
り退き候。少々退後の者, 討ち捕え, 頸を香庄へ持ち来たり, 御目に懸く」
とある。信長は和泉の国に入って, まずは「香庄」に陣を敷いた。その後, 佐野に, 志立
(信達) に, 丹和 (淡輪) に, とっとり (鳥取) にと陣を移すのだが,「香庄」などという地
名は思い当たらない。二, 三日のあいだ,『日本歴史地名大系』などを引いて思いあぐね,
困惑していたのだが, なんということはない｡「香庄」すなわち郷荘なのであろう。郷荘と



















院址の研究』が, 槙尾川沿いにせいぜい１キロも離れずにある明王院 (池田寺) と禅寂寺
(坂本寺) とを載せている。石田茂作博士の研究はいわゆる「推古天皇四十六院」を推定す
る意図でなされていて, 堂塔址と古瓦の調査から, 現存する寺々もあるものの, もうすでに
跡形もなく消え去ってしまった飛鳥時代の寺々を浮かび上がらせることにあった。その四十
















つまり, 624年の 9 月 3 日, 寺院と僧と尼とを調査して, 寺々の草創の経緯, 僧と尼の出
家の経緯と出家の年月日を記録した。その結果, この時点で, 寺院の数は46, 僧が816人,
尼が569人いたというのである。聖徳太子が亡くなったのは,『日本書紀』では推古天皇二十























































































日に, 安曇連 (名を闕せり) を以て法頭とす。
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と, 続けて進言していることになる。観勒の進言を受けて, 4 月13日, 推古天皇は, 仏道に
入った人であっても法を犯すことがあるが, それでは世俗の人びとを教誨できるわけがない,
今後は僧正・僧都を置き, 僧尼の「検校」を行うことにすると言明することになる。その四

























１ 符神寺 (駿河国嶽上在之), ２ 阿弥陀院 (信乃国後名善光寺本名亦云百済寺), ３ 四
天王寺(摂津国玉造岸上立之, 本天王寺合戦願寺也, 此所被移立新天王寺也) 敬田院 (金堂
名也) ・悲田院・施薬院・寮病院 (以上四ヶ寺今天王子), ４ 茨田寺 (河内国, 或本不入),
５ 菅田寺 (同国, 此入不入異議在之), ６ 太平寺 (同国, 推古天皇治天下立之), ７ 御廟
寺 (同国, 名転法輪寺, 或科長寺, 或石河寺), ８ 法隆学問寺(大和国平群郡斑鳩郷立之,
此寺有七号, 其中此南門名也) 来立寺 (中門也)・鳥路寺 (経蔵也)・七徳寺 (金堂也)・宝
龍寺 (鎮守也)・聖国寺 (講堂也)・往生所寺 (塔婆也), ９ 上宮王院 (斑鳩宮御夢殿也),
10 元興寺 (同国, 此寺有四寺, 此者南門名也, 中門亦此内也) 飛鳥寺 (西門也, 金堂)・法
万寺 (東門也, 塔婆也)・法興寺 (北門也, 講堂食堂也) 此寺僧法興寺, 本元興寺也, 11 中
宮寺 (同国, 斑鳩尼寺, 此寺比丘尼法興寺也, 穴穂皇女宮所也, 太子御母也), 12 法起寺
(同所, 亦云池後寺, 亦云岡本寺), 13 妙安寺, 14 菩提寺 (同国, 橘寺, 橘樹也), 15 定
林寺, 16 葛城寺 (同国), 17 熊凝寺 (同国平群郡額部郷額田寺也□□推古天皇御願今大安
寺之本寺也), 18 金剛寺 (同国 江州), 19 観音寺 (同也), 20 散
キヌカサ
寺 (事由, 在別所), 21
味摩寺 (後云瀰満寺), 22 勝善寺 (同国, 蒲生郡), 23 日向寺 (大和国 或本旡□滅也),
24 般若寺 (同国, 或本不入), 25 大官寺 (大和国高市郡, 或本不入), 26 妙教寺 (同), 27
坂田寺 (同国, 金剛尼寺也), 28 豊浦寺 (同国), 29 太子寺 (美濃国, 山背大兄懐胎之時為
祈請立之), 30 百済寺 (摂津国, 天王寺東面在之), 31 当麻寺 (太子舎弟建立蒙太子命立之,












修造之), 34 瓦寺 (同国, 天王寺瓦作所也, 瓦山在之, 本仏千手観
音也), 35 懐堂 (近江国馬屋原建之, 妃懐妊之時寺也云々), 36 山田寺 (大和国橘京建之,




れをもとに『私註抄』では, 14 菩提寺, 9 上宮王院, 35 懐堂の三寺を削除し, 新たに比蘇
寺, 広隆寺, 六角堂, 長林寺, 信貴山, 真福寺, 放光寺, 蒲生寺, 石塔寺, 阿弥陀寺, 西安
寺, 牛臥寺の十二寺を加えて, 計四十八寺院を挙げる。さらに,『法空抄』では,『古今目録
抄』から, 9 上宮王院, 24 般若寺, 36 山田寺, 5 菅田寺, 7 御廟寺, 30 百済寺, 18 金剛
寺, 29 太子寺, 2 阿弥陀院の九寺を削除し, 額田寺, 牛臥寺, 放光寺, 西安寺, 弘導寺,
比蘇寺, 龍門寺, 大窪寺, 檜前寺, 広隆寺, 六角堂, 願成寺, 蒲生寺, 近江阿弥陀寺, 近江
般若寺, 百済寺の十六寺を加えて四十六に数字を合わせている。また『太子伝見聞記』(『重
懐抄』) では,『法空抄』から法起寺, 久米寺を削除して, 転法輪寺 (御廟寺) と法林寺を入























大和国 飛鳥寺 豊浦寺 奥山久米寺 坂田寺 橘寺
立部寺 軽寺 大窪寺 和田廃寺 田中廃寺
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日向寺 法隆寺 中宮寺 法起寺 法輪寺
熊凝寺 平群寺 片岡王寺 西安寺 長林寺
百済大寺 巨勢寺 比曾寺 横井廃寺 豊田廃寺
山城国 広隆寺 八坂寺 白梅廃寺 高麗寺
河内国 西琳寺 新堂廃寺 野中寺 衣縫廃寺 大縣廃寺
和泉国 海会寺 禅寂寺 池田寺 上代観音寺












とする。南門を入って右 (東) に金堂, 左 (西) に塔をもつ法隆寺式か, 逆に右 (東) に
塔, 左 (西) に金堂をもつ法起寺式か, そのどちらかであるということであり, 門－塔－金
堂が一直線に並ぶ四天王寺式ではないということになる。
そして, 石田博士は池田寺址発見の古瓦について, 知りえた限りで十四種であるとし, 蓮













は, 大碓命の後として守君, 大田君, 島田君を載せ, もともとは父の景行天皇に召されたの
















た古瓦, 鐙瓦十一種, 宇瓦八種の調査の結果も加えて, この寺の草創の時期について,



































なった。石田博士自身, 推古三十二年 (624) の四十六院を問題にしながら, その「飛鳥時
代」は大化の改新 (645) までを含むし, 若草伽藍の発見を論じていながらも, 現在の法隆
寺式伽藍配置を飛鳥時代の標準とされている矛盾も見られる。



















「･･･小松寺廃寺, 秦廃寺, 地蔵堂廃寺, 堀遺跡。岸和田市から貝塚市にかけての遺跡で





それで, 実際の瓦を見てみますと, いまお話しした秦廃寺は, 飛鳥の豊浦寺と非常によく
似た紋様の瓦を使っているのですが, やや紋様が退化しているような感じを受けます。推古
三十二年に入ってくるというのは, 時期的にも少し難しいと考えております」
つまり, 石田茂作博士は, 明王院 (池田寺), 禅寂寺 (坂本寺), 上代観音寺, 海会寺の四
か寺を「推古朝四十六院」として数えられたが, 最近ではこれらのお寺を推古朝に遡らせる
ことには否定的で, あえて問題にもされることがないし, また, 他の小松寺廃寺, 秦廃寺,






明二年 (587), 崇仏派が勝利し, 蘇我氏は法興寺を建て, 聖徳太子は守屋の奴や土地をもと




















坂本臣糠手は推古天皇の時代に重用されている。たとえば, 推古天皇九年 (601) に,
三月の甲申の朔戊子に, 大伴連噛を高麗に遣し, 坂本臣糠手を百済に遣して, 詔して曰は
く,「急に任那を救へ」とのたまふ。



















明年庚申 (600) に, 三十人の新人僧をおいた。当時の都であった泗 () 城 (今の扶
餘) に, 王興寺を創建するために, 敷地をならす途中で (王が) 世を去った。武王が即位し
て, 父君がはじめられた事業を受けつぎ, 数紀 (一紀は十二年) をへて落成 (武王三十五年・
634) した。その寺をまた弥勒寺と名づく。････
讃にこういっている。
「獣物類を寛恕する王の詔, その恩恵は千丘に達し, 恩沢は豚魚にまであまねく, 四海






































ている。若かりし (まだ大学入学以前の) 森浩一氏が注目し, 発掘に着手されていた古墳で
ある。前方後円墳としてかなり早い時期のものであるとされているが, 中央郭の被葬者は三
























るいは役職であり, あるいは刀剣, あるいは鏡, そして自分の名前を与える。江戸時代, 将
軍家は諸国の大名たちにしきりに「松平」の名前を与えた。なんら実益がないように思われ
るものの, 有難いと思う人がいる以上価値があったのである｡「まつらふ」たことへの反対













御子, 穴穂御子, 石上の穴穂の宮に坐しまして, 天の下治らしめき。天皇, 伊呂弟大長谷




















が, その間に入って, 混乱させたのが, まだ坂本を名乗っていない根臣だったというのであ
る。大日下王は承諾の証に「押木の玉鬘」まで持たせたのに, それを欲しくなった根臣は横
取りした上で, 大日下王は「どうして妹が同族の敷布団にならなくてはならないのか」といっ

































































































































































































































Cradle of Japanese Buddhism (IV)
Along the Makio River (2)
Myo-o-in (明王院) and Zenjakuji (禅寂寺)
UMEYAMA Hideyuki
Going towards the firth of the Makio River, we can find two small temples in the now densely
populated residential areas. Nowadays, even the local people neglect the origins and importance
of these temples, namely Myo-o-in at Ikeda-cho and Zenjakuji at Sakamoto-cho.
The Japanese Archeological Society has been searching for the 46 temples of which the exis-
tence was mentioned in the Nihon Shoki in year 32 of the Suiko Era (624 CE). As seventy years
had passed since the introduction of Buddhism in the mid-sixth century, the number of temples
had gradually increased to 46. But where were those temples? It is almost certain that we can
count Horyuji (法隆寺), Asukadera (飛鳥寺), and Shitenoji (四天王寺) among these 46 temples
of the Suiko Era. However, many others remain unconfirmed.
Ishida Mosaku, the most authoritative archeologist before World WarII, nominated Myo-o-in
and Zenjakuji as being among the 46 temples of the Suiko Era through estimation of the age of
the production of tiles and the location of garan (伽藍), namely buildings. However, it seems that
more recent archeologists have another conclusion ; the origins of Myo-o-in and Zenjakuji, are not
so ancient. So, how should we think of these temples?
After the victory of the Buddhists in the war between Shintoists and Buddhists in the year 587
CE, many families began to build temples for the purpose of ancestor worship. Buddhist temples
became the sites of tombs. There were two ancient families, the names of which originated from
the names of local areas, Ikeda and Sakamoto. Could they have built newly-styled magnificent
buildings in keeping with the trends of the epoch?
We examine the land’s folklore and literature.
